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布
佐
東
部
地
区
の
復
旧
・
復
興
状
況
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す  

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
地
盤
の
液

状
化
被
害
が
発
生
し
た
「
布
佐
東
部
地
区
」
で
は
、
震
災
直

後
か
ら
行
っ
て
き
た
、
道
路
や
上
・
下
水
道
等
の
生
活
基
盤

施
設
の
応
急
復
旧
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
現
在
、
本
格
復
旧
に
向

け
た
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
内
、
上
・
下
水
道
と
道
路
の
本
格
復
旧
は
、
今
年
度

か
ら
三
年
の
平
成
二
十
六
年
三
月
末
ま
で
の
完
了
を
目
指

し
て
、
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

各
施
設
の
復
旧
工
事
予
定 

（
道
路
） 

道
路
並
び
に
道
路
側
溝
の
復
旧
工
事
は
、
上
・
下
水
道
の

復
旧
工
事
が
完
了
し
た
後
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
特
に
被

害
が
大
き
く
、
道
路
の
境
界
が
丌
明
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
は
、
境
界
の
確
定
測
量
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
測

量
を
行
う
区
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
立

会
い
の
お
願
い
を
含
め
た
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

（
下
水
道
） 

下
水
道
の
復
旧
工
事
は
、
千
葉
県
下
水
道
公
社
へ
の
委
託

契
約
を
七
月
に
締
結
し
、
現
在
、
工
事
発
注
に
向
け
て
の
具

体
的
な
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

工
事
は
、
来
年
一
月
頃
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
上
水
道
） 

上
水
道
は
、
十
二
月
か
ら
順
次
工
事
を
行
い
、
来
年
三
月

末
ま
で
に
全
て
の
復
旧
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。 

 

※
本
格
復
旧
が
完
了
す
る
ま
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

布
佐
東
部
地
区 

 

「
布
佐
東
部
地
区
復
興
計
画
」
の 

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 

市
で
は
、
今
後
の
本
格
復
旧
、
さ
ら
に
は
復
興
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
全
体
的
な
取
り
組
み
方
針
並
び
に
課
題
ご
と
の

取
り
組
み
方
針
を
整
理
し
た
「
復
旧
・
復
興
対
策
方
針
」
を

決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
被
害
が
集
中
し
た
布
佐
東
部
地
区
の
復
興
に

つ
い
て
は
、「
布
佐
東
部
地
区
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、
計

画
に
沿
っ
て
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
「
復
興
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
を
は
じ
め
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
来
年
の
三
月
ま
で

に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

「
復
興
計
画
」
で
は
、
布
佐
東
部
地
区
の
復
興
の
目
標
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
市
が

行
う
こ
と
、
被
災
さ
れ
た
方
や
地
域
の
方
た
ち
に
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
整
理
し
、
具
体
的
な
手
順
、
方
法
な
ど
を
示

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 
布
佐
東
部
地
区
を
安
全
で
快
適
に
く
ら
せ
る
ま
ち
に
再

生
し
て
い
く
た
め
に
、
何
か
良
い
ア
イ
デ
ア
、
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
復
興
計
画
の
策
定
経
過
に
つ
い
て
は
、
『
復
興
通

信
』
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

 

（
担
当
） 

 

都
市
部 

布
佐
東
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地
区
復
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対
策
室 
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市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
最
下
段
→
各

課
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
）
か
ら
も
ご
意
見
を
お
送
り

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

千
葉
県
災
害
義
援
金
（
一
部
損
壊
世
帯
）
の 

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

 

千
葉
県
義
援
金
配
分
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
住
家
の

全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
の
世
帯
に
義
援
金
を
配
分
し
て

い
ま
し
た
が
、
一
部
損
壊
世
帯
に
も
義
援
金
を
配
分
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
家
（
借
家
・
集
合
住
宅
を
含
む
）

に
被
害
が
あ
り
、
か
つ
半
壊
に
至
ら
な
い
世
帯
の
方
は
、
十

一
月
十
日
ま
で
に
、
通
帳
の
写
し
等
を
添
付
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
、
市
民
安
全
課
（
☎
７
１
８
５
‐
１
１
１
１
内
線

２
１
７
）
ま
た
は
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

震
災
税
務
相
談
会
を
開
催
し
ま
す 

 

税
理
士
会
柏
支
部
に
よ
る
、
個
人
の
方
を
対
象
と
し
た
所

得
税
の
軽
減
等
（
雑
損
控
除
・
震
災
特
例
法
）
の
無
料
相
談

会
を
、
次
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
一
日
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 

○
日
時 

十
一
月
二
十
七
日
（
日
曜
日
） 

 
 

 
 

 

受
付 

午
前
十
時
～
正
午 

午
後
一
時
～
四
時 

 
 

○
場
所 

近
隣
セ
ン
タ
ー 

ふ
さ
の
風 

ホ
ー
ル 

（
お
問
合
せ
先
） 

 
 

柏
税
務
署 

個
人
課
税
第
一
部
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布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

対
策
室
で
は
、
支
援
制
度
に
関
す
る
各
種
手
続
き
、
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

何
か
お
困
り
の
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
些
細
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
事
務
所
（
都
１
０
の
１
）
ま
で
お

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
伺
い
ま
す
。） 

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 


